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症 　例　 報　告

’
奇 形 性 絨 毛 上 皮 腫 の 知 見 補 遺

（卵集腫瘍に 由來 した轉移性悪絨の 剖檢例に 就て ）

東 北 大 學醫學部産婦 人 科教室 （主 任篠 田 敏授）　 桂 　島　 良　知

東 北 大學 醫 學 部病理 學歉室 　黒 朋 武s 夲 問 正 義

　 睾丸奇形腫や ゼ ミ ノ ・・一・A の 1型 と看做 され る 男

性 の 奇形性絨毛上 皮腫は 尠か らす報告 された が ，

女性 に於け る同樣 な症例 ， 帥 ち妊娠 と關係の無 い

原發性卵集惡絨 は 今 目もなお
一
その 存在が疑われ て

い る．著者 は亘大な卵集腫瘍 剔出後 ， 定型的な悪

鞍 の 内臓轉移を 生 じて 死亡 した例 を經驗 したの で

之 を報告 する．

　　　　　　　　　症　　例

　 臨床病歴

　 患者は 14歳の未婚處女 （農家）．同胞 7 名 中の 6

番 目で ，知能 の發育は正常，家族歴及び既往症 に

特記 すべ き もの は 無 い ．

　 昭 和 24年 8 月初旬（來院 9 ヵ 月前）か ら食慾不振

が あ り， 顏貌が勝 れす ， 腹部 が膨隆 した の で某醫 に

よ り腹膜炎と して 治療 を受けた が ， 腹部 は大 き く

な るば か りで 羸痩が加わ り， 下 腹部 に 彈力性 の硬

い腫瘍 を自覺 する に 至 つ た．昭和 25年 5 月 6 日，

當院婦人科 に於 け る 初診時 の所見に よ れ ば，全身

症 歌は惡液質に 傾 い て 居 り， 腹部 は恰 も妊娠 10月

を思 わ せ る程 度 に膨隆 し ， 廻盲部 に 超手拳大 の 硬

い 腫瘤 を ふ れ ， 下 方 は 骨盤腔 に入 っ て 不明 で あ つ

、た．腫瘤 に移動性 は無 く， 彈 力性 で あ つ た が， 波

動 を呈 しな い ．腹壁に 靜胝 の 怒張 を 見 な か つ た

が ， 肝臓は 1横指肥大 し， 第 2肺動脈音の 亢進が

あ つ た．X 線所見 で 肺野に異常は無 い ．腱反射は

減 弱 して い た が ， 下 腿 に 淨腫 や知覺異常を 認 め

す，尿 の 變 化 も無か つ た．外陰部 に 正 常 ， Hymen

intakt
， 腟 は骨盤腔を充たす腫瘍 に 壓逍 され て 内

一
診が 困難 で あ つ た．以上 の 所 見か ら卵集嚢腫 と診

斷 し， 昭和 25年 5 月25日， 開腹手術 を行 うこ とと

なつ た．

　 0．5％ ペ ル カ ミ ン 1．Occ腰麻 の 下 に 臍恥 骨縫合間

約 18cm 正 中線切開で 開腹す ると， 骨盤腔右附鶴

器か ら腹腔内に 生 長 した互大な腫瘤が現 わ れた．

腫 瘤の表面は大綱膜で 被わ れ， 3 簡所 に大網の癒

着を見たが ， 幸 に腸管や 腹壁，子 宮 ， 膀胱 ， 廣靱

帶 と の癒着は無か つ た の で ，型 の 如 く卵管卵巣剔

禺術 を施行 した． 左側 の 卵集は異常を見な か つ た

の で放置 した．

　 剔出 した腫瘍 の 重量は 2500g あ っ たが ， 數箇の

球形突 出部 を認 め ， 表面 は概ね滑澤で あつ た ．腸

骨窩に 面 した部分に 血 腫 歌 を な す暗赤褐色 の結節

．を見た （第 1 圖）．腫瘍 は一部嚢腫 1伏，
一部充實 性

で
， 嚢腫をな す突出部 は 淡線色の 色調 を呈 し， 他

は 荻赤色に 見 えた ．組 織學的所見 に よれ ば ， 充實

性の 部 分は壊 死が 彊い が ， 細胞成分 の殘 つ て い る

と こ ろは一般 に癌性構造 を禾 して い る、 腫瘍細胞

が恐 らく多量 の糖原 を持 つ た めに塞胞變性 が著 し

く上腎腫 に似た 印象が あ り，
一方 に於 て 間質の硲

子樣膨化が 強い た め に 圓柱腫樣の 像を呈 す る場所

もある，然 し他 の覗野で は 明 らか に乳嘴歌腺癌の

像を示 すと こ ろが あ つ た （第 2 圖）．上 記 ， 」血腫様

の 部分 は 正 に 悪絨 の組織像 に一致 し， 凝血 内に ジ

ン チ チ ウ ム 及 び ラ ン グ ハ ン ス 氏細胞 の 集團を認 め

た （第 3 ， 4 圖）．褻腫壁 の 上 皮細胞は變性淌失 し

て い る もの が 多 く， そ の 性 質 を明 らか に し得な い

が，一暦の 扁干 な細胞が 蛋 白質性 の液體 を包圃 し

て 淋 巴管腫 を思 わ せ る場所 があ b ，
ム チ カ ル ミ ン
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第 1 鬪　剔 出 し た 卵 集腫 瘍 の 外觀
第 2 鬪　卵 巣 踵 瘍 充實部 の 組 織 像

（乳 嘴 性 腺 癌 に 似 て い る）

魅

第 3 圖　卵巣腫瘍血 腫部 の 組織像

（惡 性 皺 毛 上 皮 腫 の 所 見）

第 4 岡 卵 巣 腫 瘍 血 腫 部 に 於 け る 擴大 像

　　悪絨細胞 の 集團

第 5 圖　肺轉移巣 附 近 に 於 け る血 管 内腫瘍栓子

（惡絨細胞 の 團塊〉

第 6 圖　 左 卵菓内に 於 け る 奇 形 腫 原 基

（左 上 部 は 圓 柱上 皮性i嚢腫 で
， 右 下 方 は 扁夲 上

皮 性嚢腫 で 中央 に 軟骨組織 が 介在 し て い る）
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に 依 る粘液 反應は何處も陰 性で あ つ た。組 織學的

診斷は 惡性 化 した奇形性 混合腫 で あ る．

　手 術後 の經過は 良 好 で ， 食慾 も増 進 し患者 は起

死 囘生 の 喜 を味 わ つ た が，術後 17HH ｝こ發熱 血

痰 があ り， 肺 の レ 線撮影 を行 つ た と こ ろ ， 左肺下

野に 腫瘍 の 轉移 と 思 わ れ る陰影 が出現 し， 2 週 間

後 に 死 亡 した．遺族 の 承諾 に よ り剖檢が行 わ れ る

ことにな つ た．

　剖檢記録 （東北大學醫學部病理學 歡 室　黒羽助

歡投執刀）

　體 格 中等． 榮養衰 えた 14哉 少女 の 屍體 （身長

138．5　cm ）． 全 身の 貧血 と創痩 が目立 ち， 腹部は

舟歌 に 陷沒 して い る．孚［JS一や性 器｝妹 熟 で
・

二 次

性徴 の發逹は 乏 しい ．腹腔の 開檢 で は 胃腸管に異

常が無 く， 小骨盤腔に 少 量の 腹水潴溜 を認 め ， 右

側 の附矚器は缺如 しダグ ラ 界窩 に 腫瘤を ふ れ る．

子宮は 小 さ く， 左の 卵集は 軟 か い ．右輸尿管 の 擴

張を見たが ， 兩側の 腎 ， 副腎 に は 異常が無 く，脾

臓や膵臟 も普通 で あ る．肝臓は稍 虫大 き く， 右葉

の下面 に 凹 凸をふ れ ， 取 り出 した大 き さは 24× 14

x8cm ， 軍量 13009あ り， 割面 に は 碗豆大か ら

胡桃 大 に 及ぶ赤褐色 の 結節を 多數に認 め ， 謄汁色

を帶びて 蜂案歌 に軟化 した もの や ． 出血性 壞死 に

陷 て い る もの を交 え， 色調 は 多彩で あ る ．横隔膜

は 右第 III肋閥，左第 IV 肋骨の高 さまで 擧上 ざ

れ て い る．腹部大動脈に 滑 う後腹膜淋 ［耳腺が數箇

暗赤色に 腫 脹 して い る．骨盤臟器を取 b出 して 檢

査 する と，後部腟穹窿 と直腸 との問に手拳大 の 腫

瘤 （大 さ 11× 9 × 8　cm ）が あ る こ と が判 つ た．割

面 は 暗赤色 を 呈 し， 直腸や腟粘膜は糜爛 して い な

い ．右側 輸尿管 の 擴張は ，
こ の 腫 瘤の 壓迫 に よ る

　もの で あ る．

　 胸腔の 開檢 で は心 臓 （2009 ）， 心嚢腔に著 しい

燮化は無 く， 爾肺 も胸壁癒着を示 さな か つ た が，

肺の表面に 多數 の曙赤色結飾を認 め ， 拇指頭大 に

及ぶ結飾は 右肺上葉 2筒 ， 中葉 1 箇， 下葉 に 8 箇

を數 え， 左肺 で は 上 葉 に 3 箇 ， 下 葉に 5箇を見

た．割面に は 更 に 多數 の 結飾 が散在 する．氣管支

粘膜は カ タ ル 性に 發赤 し， 粘液分泌 の 亢進 が ある

　（右肺重量 500g ，　左駈1∫400　g ），　頸部屬齢朞毫二｝ま異常

を見な い ．頭蓋腔の 開檢は行わ なか つ た．

　上 認 の 腫 瘍性 病集は鏡檢上 ， 何處 も同樣 に 出血

性 壞死 ，
フ ィ ブ リ ン 析 出 を 拌 う悪 性絨毛上皮腫 の

所見で あ つ た が ，

一般 に ジ ン チ チ ウ ム 細胞が目立

ち，
ラ ン グ ハ ン ス 繃 包成分が少 な U・ ・腫 瘍 の 根源

は 1 月前 に除去 した 右卵集腫瘍 と推定 された．右

の卵巣 に 栂指頭大の 嚢胞を見たが ， 檢鏡に よ つ て

扁罕 上皮 暁嚢腫 と圓柱上 皮性嚢腫 とが併存 して 居

b，後者 は ム チ カ ル ミ ン 陽 性の杯歌細胞か ら威 つ

て い る．なお 兩者 の 間に 軟骨細胞の 團 塊が介在 し

て 奇形腫 の 胚芽で あ る こ とを 首肯せ し め た （第 6

圖），

　剖檢診斷 ： 非妊娠 性悪性絨毛上皮腫 の轉移

　（1）兩肺 に散在す る 轉移陸腫瘍結飾並 び に 氣管

　　　 支肺炎．

　 （2）多數 の 轉移性結節に よ る肝臟 の 腫大．

　（3）膣壁 と直腸問に 購躡する手擧 大腫瘤．

　 （4 ）後腹膜及 び肺門淋 巴腺の 腫脹 （腫瘍轉移）．

　 （5）手猜後の 趺態 （腹壁正 中線手術創痕 ， 右卵

　　　 ．東輸卵管の 缺如．

　 （6）横隔膜高位．

　 （7）心臟の 禍色萎縮．

　 （8 ）鬱　血 　脾．

　 （9）右輸尿管 の擴張 と尿停滯 ．

　 （10）左卵集の 嚢胞形 威（奇形腫胚芽）・

　 （11）全 身の 貧血 と創痩．

　 （12）下 腿 の洋鍾 ．

　　　　　　　　　 考 　　按

　 睾丸奇形腫内 に 絨 毛上皮腫威分を發見 したの ぱ

Schlagenhaufer1）（1902）で ある が ， 卵巣 に 於ける・

同樣な 所見は Pick2）（1902， 1904）の 報告 を嚆矢 と

す、る．氏の第 1例 は 30歳女子の 卵巣皮樣嚢腫内に

絨毛上 皮腫的 な増 殖が あ り， 第 2例 は 9厳女子 の

卵集奇形腫 の 一部 が絨毛上皮腫 に類す る所 見 を與

えた． Pick や Schlagenhauferの見解に よ る と

脊形腫 中に 絨毛上皮腫 を 生 する樣な要素 を含 まれ

て い て ， それ が子 宮 の惡絨 の如 く増殖す る の で あ

る と い う．然 し斯 か る奇形腫内の絨毛上皮腫 成分

が ， 果 して 子宮 の 妊娠牲悪絨 と 同様 な性質 を持 つ

　か ど うか は ， 捌幽 さ れた 奇形腫 内 の 組 織像だけで
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は 決定 し得な い ．家鷄の 睾丸 に 5 ％ 鹽化亞鉛 を注

射 す る こ と に よつ て 奇形腫 を 發生 せ しめ得 る こ と

が 知 られ て か ら（所 謂家鷄 z卜 奇形 腫）， 奇形黶

．と して の絨毛上 皮腫 は ， 寧 ろ悪 性度が低 い もの と

思 わ れ勝 ちで あ る．

　 關
3） は奇形性 起原 と目 さ れ る卵巣 の繊毛上皮腫

｛こ就 い て 多數 の文 獻を引用 したが，剖檢所見 まで

を具 備 し た報告 は 寥 々 た る もの で
， 僅か に Mic−

he14），　 Schmans5〕，　Siegmunde） の 例 を擧げ得 るに

止 ま り．本邦 の報告は す ぺ て 手術例で あ つ た （棋
一武田

7）
， 安住嗣 陪馬 9）

， 小 田一松下一黒須
10））．

　 MillerlDは 皮樣嚢腫や奇形腫 の 一部 に 絨毛上 皮

腫 嗽 が ある

．
もめは奇形腫で あ つ て ，絨毛 肢 腫

で は な い と稱 して い る．氏 は 妊娠 と關係の 無 い 卵

巣の絨毛上 皮腫を　（a） 奇形腫 が
一

方 的 に増殖 し

左 もの と ， （b） 原 發性卵集癌の ト u フ ォ ブ ラ ス ト

檬 檜殖 と に 分け て い る が ，卵m 腫瘍 の 中 に絨毛上

皮 成分以外 の もの を 見 なか つ た とい う様な報告は

殆ん ど無 く， 僅か に 槇一武田 の 例 を知 る の み で あ

る ・但 し之 と て も2臓 の 女子 で あ り， 右耳卩剿 こ生

じた小 兒頭大 の 腫瘍 の 中 に ， 奇形腫 の組織は發 見

され なか つ た と報告 して い る が ， 手 術例 で あ るの

で ・轉移 で な い と い う證明 は 困難 で あ る．小 兒 な

らば それだ けで 奇形性 と い うこ と も容認 され る で

あ ろ うが 多 そ うい う條件 も無 くして 杢 く奇形腫的

な 成分が含 まれ ない な らば ， 奇形 性を裏づ け る根
．糠 は 薄弱 とな る．

　齋藤
一

爲我井
12）

の報 告に よる原發性 卵巣悪続 の

1例 は，19歳 4 月 の既婚未 産婦 で あ 「） ， 妊娠の影

響 を否定 する こ と が出來な い ．Risel13）は 原 發性 卵

巣悪絨 の大 多數 に流産が 見落 さ れ て い る もの と推

測 して 居 b， 從 つ て 純然た る卵集の 奇形性惡絨は
イ‘
ganz 　hypothetisch” と揚言 した．　 Millerが之

に 贊 意を表 明す る の は ， 上 記 （b）項 の 主張 を強調

す る た めの魂膽 もある の で は な い か．抑 も奇形腫

が 一方的 に繪殖 した と看做 され る極限型 を奇形性

と斷定 す る過程 に於て
， 皮樣嚢腫や奇形腫 の 一部

に 絨毛上 皮腫 の組織 豫を 證明する こ とが必要 な の

で あ つ て
， 之等 を卵巣の 続毛上皮 腫例 か ら全 く取

除 くこ とは 不當 と考 え る．吾人 の 症例 の 剖檢所 見

桂 島 ・
伶 2 名 日産婦 誌 　第 5 卷 第 12塑

　 で は ，轉移集 の 何處 を見 て も妊娠 に 由來 した惡絨

　 の 紺 織像 とちが つ た點は 見 られな か つ た．捌 出 さ

　 れ た卵巣腫瘍 に於 け る絨毛上 皮腫 の 部分は形 態的

　 に劃然 と した結篩をな して 居 り， 組 織學的 に も他

　 の 癌性 部 と の 間 に移行像 の あ る と こ ろ を證 明 し得

　 な い ．從 つ て 小 田
一松下 の 例 に 於 ける如 く奇形腫

　 内 の 胚葉成分か ら癌様墳殖 と 惡絨 と が別箇に 發生

　 した と想定 す る．若 しあ らか じめ卵集癌 の 形成が

　 あ つ て ， そ の 一部 に ト ロ フ ォ ゾ ラ ス ト樣 の 變 態が

　 起 つ たの で あれ ば轉移巣 も， もつ と 多彩な組織艨

　 を示 して よい筈で あ る． 左側 の 卵集 に 脊形腫 の 胚

　 芽 を發 見 した こ と は ， 奇形性素 因 を裏 づ け る もの

　 と考 える．

　　 Pickは ラ ン グ ハ ン ス 氏細胞が變 異性 に 富 む こ と

　 を主張 し， 蜂篥 1伏構造 を現 出 した り， 乳嘴猷増殖 を

　拌 う嚢腫 を形成 した りす る と稱 して
， 卵集の 寄形

　 性 混合腫 を包括す る Epithelioma　Chorioectoder−

　 male な る名稱 を提案 した が，　 Millerが之 を批勃

　 した樣 に ，吾人 の 症例 で も卵東の 絨毛 上皮腫 以外

　 の腫瘍 が ラ ン グ ハ ン ス 氏細胞で ある と い う確證は

　 無 い． 從 つ て こ の 場合 の亘大卵集腫瘍 を，全體 と

　 して 絨毛 上 皮腫の 變 態 と看做 すわ け に は 行 かな い

　 けれ と
．
も， その 一部 に含 まれた奇形性絨毛上皮腫

　が全 身性轉移 の根源 を な した の で あ る か ら， やは

， り之 を卵集原發性 の奇形性悪絨と考 え る の が爰當

　で は なか ろ うか．Siegmund の例 は 6歳 2 月女 兒

　の 卵巣腫瘍 （胎 兒性 奇形腫 ）内に 絨毛上皮腫の 組織

　像は 發見 され て い な い が，剖檢時 に 於 け る轉移性

　悪絨 の根源 を ， 恐 らく卵梟腫瘍内 の 出踊t集 に あ つ

　た もの と推i理 して い る．

　　Millerに ょれば Miche1
，
　 Schmans　BockN》

，

　Fasoldls）等の症例は何れ も卵集癌の 惡絨樣變 態 と

看燉 され ， Pick，　Freund16），
　Siegmund

，
　Klaftenu）

　等 の症例は 奇形性 素因に 基 く卵集の 絨毛上 皮腫 で

　は な くて ト ロ フ オ ブ ラ ス トの 増殖が 主位 を占 め た

　奇形腫 （TeratQma 　Chorioep量theliomatosum ）と

　な る． こ の 論理 の 綾に絢泥 す る と皮檬嚢捶 の 一部

　に 悪絨所 見 を認 めた 安住や出馬の報告は 卵集原 發

　の 奇形性悪粧 とは 稱 し得 ぬ こ と と な b
， 小 田や吾

　人 の 症 例 まで を含 め て
， 本邦 に も卵集原發 の奇形

性 悪絨 は 全 く無い こ と に なつ て しま う．腫瘍 の分
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’
類 を最初 の段階で 決定す る か，最後 の 歌態 で 論す

る か は 問題 で あ ろ うが，少 くと も剖檢診斷 の 上 か

らは吾 人 の 症例 に 奇形腫又 は 卵集癌 の 診断を下 す

こ と は 出來な い ．

　 何れ に して も卵集か ら發生 した奇形性 絨毛上皮

種 の症例 は， 睾 丸腫瘍 に 比 すれ ば 甚だ 稀有 で ，

Willis18） の 如 き大家で さえ，多 くを語 らな い ． こ

の理 由を BettingerZ9） は 次 の如 く詭明 して い る．

そ の 第一は ，女子 で は 少女 に 於 ける もの の み が確

實 に 奇形性 と斷定 さ れ るか らで
， 男子 の報告例 は

域年者に 多 い が，　成熟姉人は・妊娠 を 經過 す る か

ら， その影響 を否 定 す る ことが 困難 とな る．第 二

の理 由と して は 大 きな腫瘍 を漣續切片 に して 隅 な

く檢索 する こ と の 困難性 を あげて い る．上 記の槇

一武 田 の報告例 や爲我 井の例 な どは 實際に奇形性

の もの で あ つた か も知 れ な い 。

　　　　　　　　　 結　　論

　 （1）卵巣種瘍剔 出後 ， 間 も無 く肺症1伏を惹起 し

て 死 亡 した例（14歳少女）を剖檢 し， 悪性 絨毛上 皮

鍾 の 内臓轉移 を確認 した．惡絨 め根源 は 卵集腫瘍

内 に 含 まれた絨毛上 皮腫成分で あ る．

　 （2）左側卵巣 に奇形腫 の 胚芽 を發見 した の で ，

剔 出 した右の卵巣腫瘍 を悪性化 した奇形性混合腫

と斷定 し， 本例 を卵巣原發寄形性 惡絨 の部類 に屬

・せ しめ る．

　（3）本症は吾が 國に於 て ，槇，安住 ， 出馬 ， 小

田 の 4例 に 次 ぐもの で ， 剖檢 さ れた もの と して は

本邦第 1例 で あ る． 外國文獻で は Bock や Sie−

gm μnd の報告例 に 相應する．

　（4）奇形腫 内に 絨毛上 皮腫が含 まれ た場合は ，

奇形 性 の絨毛上 皮腫例 と考 え る 必要 が あ る．卵藁

原發の 奇形性悪絨は 存在 せ す とす る 所読 に異議 を

提 した い ．
’
本論丈 の 要 旨 は 昭 和27年 11月 2 日 日 本 産科婦 入 科學魯

東北 地 方 部會 で 報 告 した．
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　惡性 絨毛上 皮腫 （以 下悪絨と略 す）は そ
’
の 名 の 示

す 如 く胎 兒外 杯葉成分 で ある 絨毛性 細胞 の 異型的

増 殖 に よ り發生 す る もの で あ り，
1888年 Stinger

．i1 よ b初 め て 發表 さ れた もの で あ る ．破は 當初之

を 肉腫 の 一種 と 考 え， 悪性 轉移性晩落膜腫 と命名

した．彼は 當時本腫瘍は 元 々 原發性 の もの で 流産

は績發 した もの と 考 え て い た．然 しその 後 に於 い

て 本症 は胞趺奇胎妊娠が根本原因 で 脱落膜か ら發

生 す る と 云 う考 え に 到達 した の で 之 を脱落膜細胞

性子 宮肉腫 と訂正 した．以後多 くの學者 に よつ て

研究が綾 け られた の で ある が 仲 々 その本態は 把握
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